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中
央
加
工
場
新
排
水
処
理
施
設
　
着
工

　
精
練
後
の
排
水
処
理
を
行
う
処
理
施
設
は
、

そ
の
処
理
水
を
河
川
に
直
接
放
流
す
る
こ
と

も
あ
っ
て
管
理
に
大
き
な
コ
ス
ト
と
労
力
を

掛
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
施
設
の
老
朽

化
が
進
む
に
つ
れ
て
修
繕
経
費
が
嵩
み
、
ま

た
建
設
当
初
の
処
理
能
力
の
ま
ま
で
維
持
管

理
面
で
の
ロ
ス
も
問
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
昨
年
、
加
工
量
に
見
合
っ
た
最
適
の
処
理

施
設
に
つ
い
て
先
進
地
の
視
察
等
も
含
め
て

検
討
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
今
春
の
総
代

会
で
施
設
の
更
新
に
つ
い
て
承
認
を
得
て
設

備
メ
ー
カ
ー
を
決
定
し
、
こ
の
ほ
ど
着
工
の

運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　
去
る
８
月
４
日
、
建
設
等
工
事
関
係
者
、

渡
邉
正
義
理
事
長
他
組
合
役
員
、
田
中
秀
志

中
央
加
工
場
運
営
委
員
長
等
の
出
席
の
も
と
、

敷
地
内
に
鎮
座
す
る
豊
野
神
社
に
お
い
て
地

鎮
祭
が
挙
行
さ

れ
、
工
事
の
安

全
を
祈
願
し
ま

し
た
。

　
な
お
新
処
理

施
設
は
、
本
年

１２
月
に
完
成
、

１
ヶ
月
の
試
運

転
を
経
て
来
年

２
月
に
正
式
稼

働
の
予
定
で
す
。

（
施
設
概
要
２
〜
３
頁
）

中
央
加
工
場
新
排
水
処
理
施
設
　
着
工

1

地鎮祭の様子

現排水処理場
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中
央
加
工
場
排
水
処
理

施
設
概
要

　
現
在
稼
働
し
て
い
る
排
水
処
理
設
備

は
、
昭
和

４２
年
中
央
加
工
場
建
設
当
時
の

入
荷
量
に
合
わ
せ
た
排
水
量
設
計
と
な
っ

2

2F　平面図

1F　平面図

て
お
り
、
処
理
能
力
が
過
大
と
な
っ
て
安

定
し
た
処
理
が
出
来
ず
、
排
水
コ
ス
ト
も

そ
の
分
多
く
掛
か
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

設
備
的
に
も
建
設
当
初
か
ら

４７
年
経
過
し

た
中
で
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
・
バ
ク

テ
リ
ア
を
活
性
化
す
る
エ
ア
ー
配
管
等
の

設
備
老
朽
化
が
激
し
く
、
部
分
的
に
修
繕

し
て
も
膨
大
な
修
繕
費
用
と
な
る
見
込
み

で
も
あ
り
、今
回
の
更
新
と
な
り
ま
し
た
。
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3

工
事

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

平
成

２６
年
　
８
月
４
日
　
工
事
着
工

　
　
　
　
　
１２
月
中
旬
　
工
事
完
了

　
　
　
　
　
１２
月
下
旬
　
試
運
転
開
始

平
成

２７
年
　
１
月
下
旬
　
運
用
開
始

新しい排水処理設備は、

〔排水処理設備規模〕
　鉄筋コンクリート造　一部二階立て
　タテ：１７.７０m　　ヨコ：１４.９０ｍ　　
　高さ：７.８５ｍ

〔１日の処理水量〕５００㎥／日
〔建設費用〕１４５,０００千円
〔工事施工者〕日鉄住金環境株式会社

〔特徴〕
・コンパクト…現有施設の３分の１
・低コスト…排水処理経費
　　　　　　　約４,２００千円／年間削減（現行比）　
・余剰汚泥を低減…余剰汚泥は３８％低減
　　　　　　　　　産業廃棄物の削減
・安定した高レベルの処理
　　…入荷量の変動による排水量変化に対応

建設工事現場

建設地（左は現施設）

平
成

２５
年
エ
ネ
ル
ギ
ー

使
用
合
理
化
事
業
者

支
援
補
助
金
の

交
付
決
定

　
平
成

２６
年
３
月

２７
日
付
け
を
も
ち
経
済

産
業
省
に
申
請
、
同
年
５
月

２３
日
に
交
付

決
定
を
受
け
建
設
進
行
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成

２６
年
度
京
都
府
伝
統
産
業
生

産
基
盤
支
援
事
業
費
補
助
金
に
も
申
請
中

で
す
。

 

●
平
成

２５
年
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
合
理
化

事
業
者
支
援
補
助
金

　
　
　
約
４
７
、６
７
０
千
円
　

 

●
伝
統
産
業
生
産
基
盤
支
援
事
業
費
補

助
金
（
京
都
府
）

　
　
　
約
２
、５
０
０
千
円
（
申
請
中
）
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丹後地区絹織物業
最低工賃が10月1日改正されます！

4

西陣織メーカー　各位

                                                　　　　 丹後織物工業組合

                                                   　　　　　　　　理事長

最低工賃の改正に係る
西陣織メーカー各位の協力依頼について

　家内労働法で定めるところの丹後地域で製織する織物に係る最

低工賃は、平成１３年に改正以来､ 業界の経営環境の改善をみない

なかで今日まで据え置きで推移してきました。この間丹後地域の

織物業者は、織工賃の低迷、作業効率の低下や生産量の調整によ

り工賃収入の減少が続き、更新がままならない設備の老朽化に加

え、従事者の高齢化が進むのを機に廃業を余儀なくされ、生産現

場の縮小が続いております。

　そうした環境の中で今回家内労働者の強い要請もあり、委託条

件の改善を図り家内労働者の生活の安定に資すると共に伝統産業

の維持・発展に寄与するものとして最低工賃の引き上げ決定 ( 平

成 26 年 10 月施行）がなされたところです。

　最低工賃は、法的には仕事の発注元である西陣織元と丹後の機

場を仲介する、丹後の代行店が委託者として適用されるとしてい

ますが、工賃そのものは西陣の織元が裁量するものであり、西陣

織元の対応無くして改善は進みません。

　西陣織と称する織物は、大半丹後で生産されており、丹後の機

場の縮小衰退は、同時に西陣織の衰微に繋がるものとして危惧す

るところであり、西陣、丹後両産地が一体となって改善の取り組

みを図らねばなりません。

　つきましては､ 生産現場の維持と織技術の継承を図り、両産地

の維持発展を期すためにも今回の改正を機に、最低工賃の遵守は

もちろんのこと、工賃等織現場の待遇改善に向けて格別のご配慮

をいただきますよう切にお願い申し上げます。

丹後絹織物最低工賃の周知徹底と産地の
総合的な支援を求める意見書

　丹後の織物産業は、長年にわたり地場産業として丹後地域の経
済を支えてきたが、和装需要減退や海外製品との競合など、構造
的、複合的な要因により、産地基盤は大幅に縮小してきた。しかし、
丹後の織物産業は、今日でも丹後地域の経済や生活の基盤を支え
る基幹産業の一つであり、織物産業の活性化は地域経済にとって
重要課題である。
　今般、家内労働法に基づき、丹後絹織物最低工賃が１３年ぶりに
改正された。この改正により、丹後織物産地としては、業界の再
生と活性化、後継者育成問題など産地の諸課題について、改善の
一歩につながるとの期待が高いところである。
　しかし、改正最低工賃の実効性を高め、円滑に実施されるため
には、関連する業界全体に最低工賃改正についての理解が広がら
なければならない。また、最低工賃改正に対応する事業者へのき
め細やかで総合的な支援もあわせて行う必要がある。
　よって、国及び京都府におかれては、今回の丹後絹織物最低工
賃改正を好機と捉え、丹後の織物産地活性化のため、以下の事項
を実施されるよう強く要望する。

記

１　丹後絹織物最低工賃の改正が実効あるものとなるよう、家
内労働法第１４条について、丹後、西陣の製造メーカー等に
周知と行政指導を徹底することと合わせ、流通段階も含め関
連業界の理解が広がるよう広く周知を行うこと。

２　最低工賃改正への対応や生産基盤強化、後継者育成など、
織物事業者等の行う取り組みについて、新規の金融支援も含
む総合的できめ細かい支援策を講ずること。

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

丹後地区絹織物業
最低工賃が10月1日改正されます！

 要 請 文 （ 抜 粋 ）京丹後市議会意見書

　
こ
の

１０
月
１
日
よ
り
最
低
工
賃
が
改
正
さ
れ
る
こ

と
を
受
け
て
、
８
月
５
日
京
都
労
働
局
に
よ
る
改
正

に
係
る
説
明
会
が
組
合
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
午
前
は
家
内
労
働
者
向
け
に
、
ま
た
午
後
は
後
染

委
託
者
に
向
け
て
今
回
の
改
正
に
至
る
ま
で
の
経
緯

と
実
施
日
ま
で
の
啓
発
取
り
組
み
、
法
令
遵
守
に
向

け
た
実
施
後
の
指
導
な
ど
に
つ
い
て
報
告
方
要
請
が

あ
り
ま
し
た
。

　
特
に
今
回
、

１３
年
ぶ
り
に
対
象
織
物
、
規
格
の
見

直
し
や
工
賃
額
の
改
正
が
な
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ

て
、
家
内
労
働
者
の
期
待
は
大
き
な
も
の
が
あ
り
ま

す
。
労
働
条
件
の
改
善
が
進
み
、
家
内
労
働
者
の
安

定
操
業
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
産
地
の
生
産
基

盤
の
強
化
に
つ
な
が
れ
ば
地
場
産
業
の
維
持
発
展
に

大
き
く
資
す
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　
組
合
で
は
、
特
に
帯
を
中
心
と
す
る
先
染
織
物
の

大
部
分
は
、
西
陣
メ
ー
カ
ー
の
委
託
と
な
っ
て
お
り
、

西
陣
の
協
力
無
く
し
て
改
善
は
進
ま
な
い
こ
と
を
踏

ま
え
、
各
メ
ー
カ
ー
宛
に
協
力
要
請
の
依
頼
文
書
を

届
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
京
丹
後
市

議
会
で
は
、
９
月

の
定
例
市
議
会
に

お
い
て
議
員
提
案

の
「
丹
後
織
物
最

低
工
賃
の
周
知
と

産
地
の
総
合
的
な

支
援
を
求
め
る
意

見
書
」
が
可
決
さ

れ
、
監
督
官
庁
な

ど
関
係
先
に
提
出

の
予
定
と
な
っ
て

い
ま
す
。
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（規格例）　六通帯（全長１丈２尺４寸５分）
 
	（Ａ）奥界切	（Ｂ）果紋柄	 （Ｃ）中無地	 （Ｄ）前紋柄	  （Ｅ）界切

	 ４寸	 １尺３寸	 ２尺８寸	 ７尺５寸	 ４寸５分

5

織物工賃の試算について

織物工賃の基準になる
帯１本あたりの総越数 ( 打込本数）を把握してますか？

　この１０月１日に丹後で製織される主要な絹織物の最低工賃が改正されることは既報の通りです
が、実施に向けた説明会で、自己の織物に対する工賃計算が把握されていない実態が多々聞こえて
おり、試算の目安を組合広報紙等で知らしめてほしいという要望に基づいて、今回特に緯糸（よこ糸）
の打込数が複雑な帯地の計算について例示しました。
　織物の越数（緯糸の打込数）の計算は、現場によって寸法の換算方法など多様であり、統一的な
ものは無いようですが、基本的な計算方法を紹介しますので各機業で応用願います。
  総越数（総打込数）が把握できれば、１０，０００越当たりの換算値を求めることにより最低工賃に比
較した織物工賃の実態把握が可能となります。

前提条件・・提示される「紋図」「織物指図書」などから把握してください。
 　全長（織丈）　　１丈２尺４寸５分
　１柄当たり（１リピート）  	 地越数          ９１２本
	 総紋紙枚数       ４，０５２枚
	 曲尺１寸間打込数     ５６本
	 （＊鯨尺１寸間換算 × １.２５   ７０本） 

総越数の計算
　平均丁数・・・１柄に平均シャトル（杼）が何丁走るか
　　　　　　　　４,０５２枚（総紋紙枚数）／９１２枚（地越数）

＝４．４４丁
　①無地場の総越数・・・２，５５５越
　　○（Ａ）奥界切 ＋（Ｃ）中無地＋ （Ｅ）界切＝３尺６寸５分
　　○３尺６寸５分（総無地丈）× ７０本（鯨１寸）＝２，５５５越
　②紋柄の総越数・・・２７，３５０越
　　○（Ｂ）果紋柄 ＋（Ｄ）前紋柄　＝８尺８寸
　　○８尺８寸（総柄丈）× ７０本（鯨１寸）＝６，１６０越（地越数）
　　○ ６,１６０越（地越数）× ４.４４丁（平均丁数）

＝２７，３５０越
　上記計算により
　　①＋②＝２９，９０５越・・・帯 1 本の総越数となります

上記規格の帯の製織に係る最低工賃額（改定後）は下記金額とな
ります。（ただし杼箱の能力によって異なります）
　○８丁以下の織機の場合
   　　２９，９０５越／１０，０００越×１，５８６円＝４，７４３円
　○１０丁以上織機の場合
   　　２９，９０５越／１０，０００越×２，０００円＝５，９８１円
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　丹後産地の一大イベント「丹後織物求評会」を、１１月２５日（火）～２７日（木）の３日間にわたり、「丹
後　和の技　美伝承」をテーマに京都産業会館において開催します。初日の２５日は業界関係者
による審査会、２６日・２７日の両日は丹後織物総合展示商談会を開催し、丹後織物の技術、品質、
総合力を発信します。
　昨年の展示商談会では、会場内及び会期後にも出品商品に対し多くの問い合わ
せがあり、既存の取引先のみならず、新規の取引先との商談が成立しています。
厳しい商況下ではありますが、多くのバイヤー・関係者が来場されるこの機会に
販路開拓の場として組合員の皆さんのご出品をお願いいたします。

第６５回

7

工
料
金
と
し
ま
す
。

○
色
は
組
合
指
定
の
６
色
で
す
。

○
白
生
地
（
展
示
用
）
と
染
見
本
（
染
サ

ン
プ
ル
生
地
）
の
生
機
を
一
緒
に
中
央

加
工
場
へ
入
荷
し
て
く
だ
さ
い
。

○
指
定
色
以
外
及
び
指
定
入
荷
期
日
を
過

ぎ
た
も
の
に
関
し
て
は
、
通
常
の
料
金

と
な
り
ま
す
。

○
入
荷
の
際
、
求
評
会
用
染
見
本
で
あ
る

旨
及
び
色
、
仕
上
幅
を
必
ず
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

　
個
別
商
談
ブ
ー
ス

　
よ
り
高
度
な
商
談
の
機
会
を
提
供
す
る
た

め
、
会
場
内
に
個
別
ブ
ー
ス
を
設
け
ま
す
。

出
展
を
希
望
さ
れ
る
方
は
仮
申
込
時
に
そ
の

旨
を
記
入
し
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
た
だ

し
、
設
置
小
間
数
に
限
り
が
あ
る
た
め
、
応

募
多
数
の
場
合
は
希
望
者
に
よ
る
抽
選
と
し

ま
す
。

○
出
展
ブ
ー
ス
　
１
小
間

　
　
　
　
　  

　
２
、４
０
０
×
１
、８
０
０
㎜

○
出
品
物
　
特
に
制
限
な
し

○
準
備
等
　
自
社
ブ
ー
ス
の
展
示
及
び

撤
収
は
各
自
で
行
う
も
の
と
し
ま
す
。

○
ア
テ
ン
ド
　
出
展
者
は
会
期
中
、
自
社

ブ
ー
ス
の
ア
テ
ン
ド
を
行
う
も
の
と
し

ま
す
。

○
そ
の
他
　
共
同
出
展
も
可
能
と
し
ま
す

が
、
組
合
員
に
限
り
ま
す
。

　
出
品
区
分
及
び
出
品
点
数

第
１
部    

後
染
織
物
…
１２
点
以
内

　
無
地
ち
り
め
ん
・
紋
ち
り
め
ん
等
き
も

の
地
（
化
合
繊
着
尺
含
む
）

　
　
※
丹
後
統
一
検
査
合
格
品
と
し
ま
す
。

　
衿
・
帯
揚
・
風
呂
敷
・
シ
ョ
ー
ル
等

第
２
部    

先
染
織
物
…
５
点
以
内

　
先
染
帯
・
先
染
着
尺
等

　
丹
後
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
と
し
、
西
陣

の
下
請
け
商
品
は
除
く
。

洋
装
生
地    

原
則
と
し
て
染
色
品
と
し
、

ハ
ン
ガ
ー
出
品
（
長
さ

８０
㎝
）

　 

（
審
査
対
象
外
、
展
示
会
で
の
ブ
ー
ス

出
展
の
み
と
な
り
ま
す
。）

丹
後
ト
ラ
イ
ア
ル
商
品
…
５
点
以
内
（
審

査
対
象
外
と
な
り
ま
す
。）

　
第
１
部
か
ら
第
３
部
ま
で
の
織
物
等
を

丹後織物求評会  出品募集

使
用
し
、
商
品
と
し
て
完
成
さ
れ
た
も

の
。
　

　
申
込
方
法
　
組
合
総
務
１
課
へ
所
定
の

申
込
書
に
よ
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
事
前
に
出
品
点
数
等
を
把
握
す
る
た

め
、
次
の
通
り
２
段
階
方
式
と
し
ま
す
。

仮
申
込
書
に
は
出
品
予
定
点
数
等
、
本
申

込
書
に
は
商
品
名
等
必
要
事
項
を
記
入

し
、
そ
れ
ぞ
れ
申
込
期
間
内
に
郵
送
ま
た

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
申
込
用
紙
が
必
要
な
方
は
総
務
１
課
へ
ご

連
絡
い
た
だ
く
か
、
Ｈ
Ｐ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
て
く
だ
さ
い
。）

　
仕
立
　
展
示
用
巻
仕
立
に
て
出
品
を
お

願
い
し
ま
す
。

  

（
巻
仕
立
及
び
仕
立
直
し
代
は
組
合
が
負

担
し
ま
す
の
で
、
加
工
場
へ
出
荷
さ
れ
る

際
に
「
求
評
会
用
」
と
ご
指
示
く
だ
さ
い
。）

　
染
見
本  

　

（１）
第
１
部
の
出
品
物
の
内
、
着
尺
地
は
染

見
本
を
添
付
す
る
こ
と
が
条
件
で
す
。
和

装
小
物
は
白
生
地
の
み
も
可
と
し
ま
す
。

　
ま
た
、
染
色
つ
い
て
は
無
地
染
め
、
ま

た
は
ボ
カ
シ
染
め
に
限
定
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

着
尺
地
　
白
生
地
１
反
に
つ
き
染
見
本

布(
２
ｍ
以
上
厳
守)

和
装
小
物
　
帯
揚
げ
１
本
・
風
呂
敷
１
枚
・

シ
ョ
ー
ル
１
枚
・
衿
１
掛

（２）
組
合
加
工
場
に
て
無
地
染
め
を
行
う
場

合
は
、
次
の
条
件
の
も
と
求
評
会
出
品
物

に
限
り
特
別
料
金
に
て
加
工
を
行
い
ま
す
。

○
出
品
物
１
点
に
つ
き
１
点
（
枚
）
の
加

丹後織物求評会  出品募集
第６５回

出　　品
募集要領

※
和
装
小
物
に
つ
い
て
は
、
展
示
商
談
会

に
て
染
色
方
法
を
限
定
し
な
い
染
見
本

を
展
示
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
各
部
門
に
お
け
る
仮
仕
立
・
絵
羽
で

の
出
品
に
つ
い
て
は
申
込
の
際
、
備

考
欄
に
「
仮
仕
立
」
と
ご
記
入
く
だ

さ
い
。

そ
の
他
出
品
に
際
し
、
ご
不
明
な
点
は

総
務
１
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

求評会バス
見学会
求評会バス
見学会

　組合員及び組合員機業の従業員を対象とした求評会見学用バスを運行します。
　参加者には参加料２，０００円のご負担をお願いいたします。
　参加募集の詳細につきましては、渉外係にお問い合せください。また組合ＨＰ
でもご覧いただけます。

1

234

5
※
色
に
つ
い
て
は
、
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ま
た
は
染
色
課
に
て
ご
確
認
く
だ

さ
い
。
な
お
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は

若
干
色
の
違
い
が
生
じ
る
た
め
、
実

際
の
色
は
入
荷
時
に
染
色
課
に
て
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

 

※
結
反
し
て
染
め
る
た
め
、生
地
に
よ
っ

て
は
若
干
色
の
違
い
が
生
じ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
が
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。

■申込及び出品物等の期限■

1.仮申込期限　9月19日（金） 
2.特別料金（染見本）の入荷期限
　　　　　　　10月10日（金）中央加工場必着 
※製品確認のため、白生地と染見本を精練加工後に一旦お返し

しますが、染見本は１０月２０日（月） までに中央加工場染色課
へお持ちください。

3.本 申 込 期 限　10月31日（金）
4.出品物本部搬入期限　11月7日（金）
※染見本、展示用巻仕立て完了状態でお願いいたします。
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産地交流事業を実施

「丹後ちりめん製品開発成果発表会」を開催
女子
美術大学の学生が考案した

8

産官学連携事業
●丹後ファッションウィーク事業●

丹後織物製品開発・販売促進事業

産地交流事業を実施

「丹後ちりめん製品開発成果発表会」を開催
製品アイデアの利用者を募集します

丹後織物総合展　Ｔａｎｇｏ Ｆａｂｒｉｃ Ｍａｒｃｈｅ

　
関
西
圏
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
関
連
校
と
連
携
し
、

学
生
達
に
生
産
者
と
の
交
流
を
通
じ
て
丹
後
織

物
の
伝
統
や
技
術
を
肌
で
感
じ
て
も
ら
い
、
素
材

や
産
地
の
理
解
度
を
高
め
た
上
で
作
品
制
作
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
８
月
に
教
員
及
び

学
生
計

４７
名
が
丹
後
産
地
を
訪
れ
、
２
日
間
に

わ
た
る
交
流
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
昨
年
に
引
き
続
き
上
田
安
子
服
飾
専
門
学
校
、

京
都
造
形
芸
術
大
学
、
デ
ィ
ー
ズ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

専
門
学
校
、
東
洋
き
も
の
専
門
学
校
の
４
校
を

招
致
。
初
日
は
組
合
で
産
地
の
概
要
説
明
、
加

工
場
見
学
、
生
産
者
の
も
の
づ
く
り
に
つ
い
て
の

講
義
・
意
見
交
流
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
翌
日

に
は
織
物
工
場
の
見
学
・
染
色
体
験
を
実
施
し
、

丹
後
織
物
に
つ
い
て
の
理
解
及
び
知
識
を
深
め
ま

し
た
。
普
段
目
に
す
る
こ
と
の
な
い
織
物
の
製
造

工
程
な
ど
を
見
学
で
き
た
こ
と
で
、学
生
か
ら
は
、

長
年
蓄
積
さ
れ
た
技
術
に
さ
ら

に
新
た
な
技
術
が
加
わ
り
感
動

し
た
、
大
変
貴
重
な
体
験
が
で

き
作
品
作
り
に
活
か
し
て
行
き

た
い
と
の
意
見
も
聞
か
れ
ま
し

た
。

　
今
後
の
学
生
た
ち
の
作
品
製

作
に
期
待
が
か
か
り
ま
す
。

　
昨
年
ま
で
の
３
年
間
、
丹
後
ち
り
め
ん
の
Ｐ
Ｒ

お
よ
び
需
要
拡
大
を
目
的
に
、
美
術
・
デ
ザ
イ
ン

業
界
を
担
う
若
者
を
養
成
し
て
い
る
女
子
美
術
大

学
短
期
大
学
部
と
連
携
し
て
、
丹
後
ち
り
め
ん
を

使
っ
た
雑
貨
類
の
製
品
開
発
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。

こ
の
た
び
、
産
地
交
流
事
業
と
し
て
９
月
５
日

（
金
）
～
６
日
（
土
）
の
２
日
間
、
教
員
お
よ
び
学

生
１６
名
が
丹
後
を
訪
れ
、
美
大
生
の
セ
ン
ス
を
生

か
し
た
開
発
製
品
と
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
の
成
果

を
広
く
地
域
の
関
係
者
に
公
開
す
る
た
め
、
同
短

期
大
学
生
に
よ
る
成
果
発
表
会
を
開
催
し
、
プ
レ

ゼ
ン
及
び
意
見
交
換
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
本
事
業
の
ア
イ
デ
ア
を
利
用
し
て
製
品
化
を
図

る
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
製
品
・
デ
ザ
イ
ン
画
を
ご
覧
に
な
り
た
い
方
や

利
用
し
た
い
方
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

平
成
25
年
度
に
発
案
さ
れ
た
ポ
リ
チ
リ
を

使
用
し
た
制
作
品
（
３
年
間
で
１
３
７
点
）

　
ポ
ー
チ
、
ク
ラ
ッ
チ
バ
ッ
グ
、iPad

ケ
ー
ス
、

　
ワ
ン
ピ
ー
ス
、
風
呂
敷
等

会　期　　平成２６年１０月３０日（木）10:00 ～ 18:00
　　　　　　　　　　１０月３１日（金）10:00 ～ 17:00
会　場　　ヒルサイドテラス　アネックスＡ棟（東京都渋谷区猿楽町 29-21）
　丹後に於いて企画・製作された代表的な織物の数々が代官山ヒルサイ
ドテラスに集結します。

出展業者：㈱一色テキスタイル・㈱糸利・柴田織物・創作工房糸あそび・
民谷螺鈿㈱・田勇機業㈱・丸幸織物㈲・宮眞㈱・安田織物㈱・
㈱山藤・由里機業場

女子
美術大学の学生が考案した

丹工　総務１課　振興係
TEL：0772-68-5302
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年
、
中
央
加
工
場
で
２
年

働
い
て
い
ま
す
。
以
前
か

ら
丹
後
ち
り
め
ん
の
こ
と

は
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、
き

も
の
に
な
る
ま
で
の
工
程

は
全
く
知
り
ま
せ
ん
で
し

た
の
で
初
め
は
戸
惑
う
こ

と
ば
か
り
で
し
た
。
テ
ン

タ
ー
も
、
製
品
の
癖
が
分

か
ら
ず
丈
や
幅
が
合
わ
な

か
っ
た
り
し
て
よ
く
叱
ら

れ
ま
し
た
が
、
今
は
あ
る

程
度
分
か
っ
て
き
た
の
で

楽
し
く
作
業
し
て
い
ま
す
。

気
を
付
け
て
い
る
点
は
？

製
品
に
対
し
て
、
丈
や
幅
を

間
違
え
な
い
こ
と
と
事
故
な

く
幅
取
り
す
る
よ
う
に
気
を
付
け

て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
目
標
、
抱
負
は
…
。

中
央
加
工
場
に
は
テ
ン
タ
ー
が

５
台
あ
り
ま
す
が
、
品
種
に

よ
っ
て
分
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
全

て
を
覚
え
て
操
作
で
き
る
よ
う
に
な

る
こ
と
が
当
面
の
目
標
で
す
。

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
、
何
を

し
て
い
ま
す
か
？

休
み
は
釣
り
に
行
く
か
、
子

供
（
小
４
、
小
３
・
と
も
に

女
の
子
）
と
買
い
物
に
出
掛
け
て

い
ま
す
。

　
平
成
元
年
、
当
時
総
合
産
地
化
を
目
指

し
広
幅
織
物
の
事
業
拡
大
を
掲
げ
、
そ
の

環
境
整
備
の
一
環
と
し
て
サ
ン
プ
ル
整
経
機

の
導
入
が
要
望
さ
れ
、
組
合
員
有
志
か
ら

の
寄
付
金
と
併
せ
て
加
工
技
術
研
究
所
に

配
備
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
８
年
に
組
合
か
ら
サ
ン
プ
ル
整
経

組
合
に
運
営
が
移
管
さ
れ
、
設
置
場
所
も

旧
研
究
棟
に
移
動
し
て
い
ま
す
。
広
幅
織

物
・
服
地
な
ど
の
マ
ス
見
本
や
反
見
本
な

ど
、
商
品
開
発
の
見
本
作
り
に
欠
か
せ
な
い

設
備
と
し
て
活
用
さ
れ
、
現
在
も
機
屋
さ

ん
の
要
請
に
対
応
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
整

経
機
を
動
か
す
運
転
者
の
後
藤
繁
夫
さ
ん

に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
色
々
と
苦
労
話
な
ど

を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇

　「
平
成
３
年
、
組
合
の
加
工
技
術
研
究
所

に
勤
務
し
て
い
た
と
き
に
こ
の
整
経
機
を
任

さ
れ
た
が
、
そ
の
頃
は
絹
関
係
で
近
辺
に
サ

ン
プ
ル
整
経
機
を
設
置
し
て
い
る
と
こ
ろ
が

な
く
、
ま
た
操
作
等
も
２
日
間
メ
ー
カ
ー
か

ら
指
導
を
受
け
た
だ
け
だ
っ
た
の
で
、
独
学

で
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
作
業
面

で
は
細
い
糸
の
糸
切
れ
な
ど
で
機
屋
さ
ん
に

迷
惑
を
掛
け
た
り
、
思
う
よ
う
に
機
械
が
動

か
ず
、
と
て
も
苦
労
し
た
。」
と
当
時
を
振
り

返
る
。「
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も
、
メ
ー
カ
ー
が
関

東
の
桐
生
に
あ
り
修
理
に
時
間
が
掛
か
る
と

い
う
こ
と
で
、
懸
命
に
勉
強

し
た
。」
と
。
そ
の
努
力
の

甲
斐
も
あ
っ
て
整
経
機
に
関

し
て
か
な
り
熟
知
す
る
ま
で

に
至
っ
た
と
の
こ
と
。

　「
平
成
８
年
に
組
合
を

後藤　繁夫さん（京丹後市網野町）

サンプル整経機　廻して２４年

退
職
し
た
が
、
そ
の
と
き
に
サ
ン
プ
ル
整

経
組
合
が
設
立
さ
れ
、
運
営
が
移
管
さ
れ

て
か
ら
も
サ
ン
プ
ル
整
経
組
合
の
職
員
と

し
て
こ
の
機
械
の
運
転
を
任
さ
れ
、
延
べ

２４

年
間
携
わ
っ
て
い
る
。
以
前
は
多
く
の
方
の

利
用
が
あ
り
週
６
日
間
稼
働
し
て
い
た
が
、

年
々
作
業
量
が
減
少
し
２
年
ほ
ど
前
か
ら
週

３
日
に
な
っ
て
い
る
。
業
界
も
厳
し
く
な
り
、

商
品
開
発
を
す
る
の
も
な
か
な
か
余
裕
が
な

い
の
で
は
・
・
・
」
と
下
降
傾
向
に
あ
る
現

状
を
憂
う
。

　
今
後
、
蓄
積
さ
れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
の
継
承
に

つ
い
て
尋
ね
る
と
、「
機
械
が
古
い
こ
と
と
、

糸
種
も
多
く
ま
た
機
械
・
電
気
関
係
の
こ
と

が
分
か
ら
な
い
と
修
理
も
ま
ま
な
ら
ず
、
若

手
に
教
え
る
に
も
時
間
が
掛
か
る
の
で
継
承

は
難
し
い
。」
と
。
今
後
、
ま
た
一
つ
丹
後
の

技
術
が
失
わ
れ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

　
組
合
員
さ
ん
に
対
し
て
、「
新
規
商
品
の

開
発
に
是
非
使
っ
て
ほ
し
い
。」
と
後
藤
氏
。

整
経
機
は
小
幅
か
ら
広
幅
ま
で
対
応
で
き

る
。
商
品
開
発
を
す
る
際
、
遠
慮
な
く
相
談

を
か
け
て
く
だ
さ
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

 

〔
お
問
い
合
わ
せ
先
〕

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ

：

０
７
７
２
ー

６
４
ー

４
０
０
１ 

くろーずあ
っぷ
・丹後人くろーずあ
っぷ
・丹後人くろーずあ
っぷ
・丹後人

　
今
回
の
職
場
紹
介
は
、

中
央
加
工
場
機
械
部
で

テ
ン
タ
ー
を
駆
使
し
織

物
の
丈
、
幅
出
し
作
業

を
担
当
す
る
加
藤
宏
樹

さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
大
き
な
身
体
で
所
狭
し
と
動
き
回

り
、
作
業
を
こ
な
す

３４
歳
。
こ
れ
か
ら

も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

「
機
械
部
」
で
は
ど
ん
な
作

業
を
し
て
い
ま
す
か
。

主
に
テ
ン
タ
ー
で
幅
や
丈
出

し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
テ
ン

タ
ー
は
、
生
地
を
所
定
の
幅
に
整

え
る
た
め
に
使
わ
れ
る
幅
出
機

の
こ
と
で
、
生
地
の
端
を
固
定
し

湿
気
を
与
え
て
幅
を
出
し
な
が

ら
乾
燥
さ
せ
丈
や
幅
を
セ
ッ
ト

し
ま
す
。
現
在
、
品
種
と
し
て
は

広
幅
や
ネ
ク
タ
イ
を
任
さ
れ
て

お
り
、
１
日
に
５
０
０
反
ほ
ど
幅

出
し
し
て
い
ま
す
。

今
ま
で
を
振
り
返
っ
て
一
言

お
願
い
し
ま
す
。

私
の
出
身
は
奈
良
県
で
す

が
、
結
婚
を
機
に
丹
後
へ
来

ま
し
た
。
丹
後
に
来
た
の
は
、
妻

の
実
家
が
あ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
趣
味
で
あ
る
釣
り
が
堪
能

で
き
る
と
・
・
・（
笑
）

　
組
合
に
は
岩
滝
加
工
場
で
６

Q

QQQ

Q A

AAA

A

整経機はＮＡＳ－７Ｓ型２０００
（１９８９年式）

製造メーカー：㈲スズキワーパー

ＩｎｔｒｏｄｕｃｅＩｎｔｒｏｄｕｃｅ
中央加工場機械部

組合職場訪問⑳
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丹後の職人さんを推薦して下さい！
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　組合では、織物業に永年従事し、特にその技術が優秀で卓越し他の模範となる
職人さんを表彰し、技術継承の一助になることを願って新たに認定制度を設けま
した。企業からの推薦をお待ちしています。

本制度に係る募集要項・申請書様式は本部に備え付けております。また、組合HPより

ダウンロードで入手できます。

＜目　　的＞　丹後織物業界において、織物の製造および関連する工程に永年
従事し、卓越した技術を有する技術者を認定表彰し、丹後ちり
めん等の製造工程における蓄積された職人技を広く知らしめる
ことにより後継者の良き模範となり、同時に丹後織物の付加価値
をアピールすることによって商品価値を高めることを目的とする。

＜募集期間＞　平成26年10月1日〜平成10月31日

＜認定資格＞　①職種における経験年数は20年以上とする。
　　　　　　　②丹後織物に関連する製造工程に現に従事する者。
　　　　　　　③上記①②を満たし、なお卓越した技術により蓄積された職人

技を広く知らしめ、後継者の模範となり得る者。
 
＜対象となる職種＞　撚糸工　整経工　織布工　機拵え　経継ぎ　織機調整
　　　　　　　　　　精練・染色加工　他認定委員会が認める職種とする

＜推薦方法＞　推薦は本組合、組合員企業、関連団体等とする。

＜提 出 先＞　本部総務１課

＜審　　査＞　別途認定委員会にて審査決定を行う。
　　　　　　　書面審査および必要に応じてヒアリング、現場作業確認を行う。

＜認定表彰＞　認定者には､ 認定証および副賞(記念品)を贈り組合員等に広く公
表する。

　　　　　　　毎年職種枠を考慮しながら5名を限度に認定する。

平成26年度「丹後の職人」認定制度 
（ 募 集 要 領 ） 

丹後の職人さんを推薦して下さい！

●
日
本
最
大
の
絹
織
物
産
地
、
ま

た
最
大
の
地
場
産
業
を
形
成
し
、

丹
後
の
経
済
基
盤
を
支
え
て
き
た
「
丹
後
ち
り

め
ん
」
で
あ
る
が
、
不
思
議
と
そ
の
歴
史
、
生

産
工
程
、
織
物
資
料
な
ど
全
貌
を
見
渡
せ
る

資
料
館
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
い
う
も
の
が
こ
の

地
域
に
無
い
。
本
来
な
ら
業
界
を
統
括
す
る
織

物
組
合
が
担
っ
て
し
か
る
べ
き
だ
が
、
話
は
持

ち
上
が
っ
て
も
具
体
化
は
し
て
こ
な
か
っ
た
。

●
何
故
な
の
か
そ
の
訳
を
推
察
し
て
み
る
と
○

丹
後
織
物
業
者
の
気
質
か
ら
、
後
ろ
を
振
り

返
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
明
治
、
大
正
、
昭
和

と
時
代
を
重
ね
、
特
に
戦
後
の
呉
服
ブ
ー
ム
か

ら
高
度
成
長
の
波
に
乗
り
、
増
産
の
勢
い
に
ま

か
せ
古
い
設
備
、
道
具
、
織
物
な
ど
が
ど
ん
ど

ん
更
新
さ
れ
合
理
化
さ
れ
て
廃
棄
さ
れ
て
い
っ

た
。
残
す
と
い
う
発
想
よ
り
、
新
た
な
も
の
へ

ど
ん
ど
ん
取
り
替
え
て
い
っ
た
。
○
ま
た
昭
和

以
前
の
資
料
に
つ
い
て
は
、
丹
後
震
災
に
よ
る

毀
損
、焼
失
に
よ
り
歴
史
が
寸
断
さ
れ
て
い
る
。

○
か
つ
て
丹
後
地
域
の
１
市

１０
町
の
広
範
囲
に

生
産
地
が
ま
た
が
り
、
織
物
品
種
や
生
産
形
態

な
ど
の
地
域
特
性
が
あ
り
集
約
が
困
難
で
あ
っ

た
。
○
機
械
設
備
、
道
具
等
は
嵩
だ
か
い
も
の

が
多
く
、
ま
た
織
物
資
料
な
ど
も
管
理
面
で

保
管
場
所
の
確
保
が
問
題
で
あ
っ
た
。
○
産
地

が
行
け
行
け
ど
ん
ど
ん
の
時
は
余
剰
資
金
は

設
備
投
資
や
資
産
形
成
に
廻
り
、
さ
て
と
い
っ

た
と
き
に
は
資
金
の
逼
迫
か
ら
計
画
が
進
ま
な

い
、
今
ま
さ
に
そ
の
時
か
。
●
産
地
の
縮
小
が

進
み
、
そ
の
歯
止
め
が
な
か
ゝ
か
か
ら
な
い
な

か
で
、
丹
後
ち
り
め
ん
を
歴
史
遺
産
に
と
、
ま

こ
と
し
や
か
に
囁
か
れ
る
時
代
に
な
っ
た
。
産

業
遺
産
と
い
う
評
価
に
喜
ぶ
べ
き
か
、
悲
し
む

べ
き
か
・
・
・
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 （
Ｍ
）

丹
語
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2015年丹後ちりめんカレンダー
＆年賀はがき完成！！

　店名刷り込みをされる場合は直接印刷会社への発注となります。組合本部・
加工場に置いてある申込用紙にてお申し込みください。印刷会社に在庫がなく
なり次第、店名刷り込みは終了いたします。
　　店名刷り込み申込締切：１０月３日（金）
　　店名の刷り込み代：各サイズ100部以上は無料、99部以下は3,000円
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広　告

○
ポ
ス
タ
ー
サ
イ
ズ
：「
四
季
を
愉
し
む
季

節
悠
歩
」
き
も
の
な
ら
で
は
の
彩
り
鮮

や
か
な
装
い
と
と
も
に
、
丹
後
地
方
の

風
光
明
媚
な
四
季
折
々
の
景
色
を
紹
介
。

　
見
応
え
の
あ
る
大
画
面
サ
イ
ズ

　

(

90
㎝
×
61
㎝
）　
７
２
０
円
（
税
込
）

○
レ
ギ
ュ
ラ
ー
サ
イ
ズ
：「
丹
後
ち
り
め
ん　

お
も
て
な
し
暦
」
日
本
の
美
し
き
お
も
て
な

し
の
心
と
華
や
か
な
き
も
の
と
の
競
演
。

　
扱
い
や
す
い
コ
ン
パ
ク
ト
サ
イ
ズ

　
（
75
㎝
×
34
㎝
）　 

３
６
０
円
（
税
込
）○

年
賀
は
が
き
（
私
製
は
が
き
）

　
１
枚　
12
円
（
税
込
）

お問い合せ：丹工　総務１課　TEL：0772-68-5211

2015年丹後ちりめんカレンダー
＆年賀はがき完成！！

組合では1
1月から

販売を開始
します。

ご予約はお
早めに。

　2015年はTVなどで活躍中の「佐藤藍子」さん、「北川弘美」さん、
「尾花貴絵」さんとともに彩りを添え華やかにお届けします。
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12

日 時：10月１日（水）午前10時より

場 所：株式会社 隍利 工場において
（大宮町口大野９１５）

http://www.tanko.or.jp/ 
所在地等詳細は組合ホームページ（インフォメーション）を

ご覧ください。  

【問い合わせ先】

丹後織物工業組合　総務１課
京丹後市大宮町河辺３１８８

ＴＥＬ：０７７２－６８－５２１１

丹織技術研究会
京丹後市峰山町荒山２２５

（京都織物・機械金属振興センター内）
ＴＥＬ：０７７２－６２－７４００

Ａ①水クーラー

　③程度良のもの

　④相談の上

買　い　ま　す

売ります 買います売ります 買います
お問い合わせは渉外係まで【渉外係 0 7 7 2 －6 8 －5 3 0 7 】

①物品名　　②メーカー　③使用程度　④希望価格

○
今
年
の
夏
は
台
風
や
大
雨
で
土
砂
崩
れ
や
河
川
が
氾
濫
す
る
な
ど
、
日
本
各
地
で
自
然

災
害
が
猛
威
を
振
る
っ
て
い
る
。
近
隣
で
は
、
福
知
山
市
、
綾
部
市
で
大
き
な
水
害
が
出

た
ば
か
り
で
あ
る
。
丹
後
で
も
土
砂
災
害
等
の
警
戒
区
域
は
多
々
あ
り
、
い
つ
何
が
起
こ

っ
て
も
お
か
し
く
な
い
。
防
災
に
対
し
万
全
な
体
制
を
整
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

○
今
年
は
丹
後
機
業
織
物
実
態
調
査
の
年
で
す
。
９
月
１
日
よ
り
、
組
合
職
員
が
調
査
員

と
な
り
各
組
合
員
機
業
を
訪
問
し
て
い
ま
す
。
従
事
者
数
、
製
織
品
種
、
台
数
等
を
訪

問
調
査
い
た
し
ま
す
の
で
、
調
査
員
が
立
ち
寄
っ
た
際
は
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

　無地ちりめんの丹後の草分け的な機業である㈱隍利（京

丹後市大宮町）が、このほど事業廃止するに伴い、代表者

より今日まで蓄積してきた織物技術、設備改良等に係るノ

ウハウを公開、継承しておきたい、同時に撚糸機等設備の

部品、備品等も希望者があれば対応したいとの申し出があ

りました。 

　丹織技術研究会（会長：井上肇）との共催により見学会

を開催いたしますので、本紙面にてご案内いたします。

編
集
後
記

インフォメーションインフォメーション

昭
和
三
十
八
年
十
二
月
二
十
八
日
　
第
三
種
郵
便
物
認
可
　
　
発
行
日
　
奇
数
月
　
十
五
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
編
集
人
　
野
村
　
政
伸
（
頒
布
価
格
　
七
〇
円
）


